
2011.10.20 広報いずも 6

平成22年度 斐川町決算報告
一  般  会  計

特  別  会  計

歳入  120億2,309万円

歳出 116億5,482万円

自主財源 39.9%

依存財源 60.1%

町税
33億5,739万円

27.9% 分担金及び負担金
4億73万円

3.3%

民生費
30億4,738万円

26.2%

公債費
17億287万円
14.6%土木費

9億1,277万円
7.8%

総務費
11億6,831万円

10.0%

教育費
11億4,370万円

9.8%

使用料及び手数料
 1億8,552万円

 1.5%
繰入金

9,332万円
0.8%

繰越金
 1億5,568万円

1.3%
諸収入

5億2,770万円
4.4%その他

7,864万円
0.7%

地方交付税
34億1,557万円

28.4%

町債
9億4,629万円
7.9%

国庫支出金
10億9,517万円

9.1%

県支出金
7億8,295万円
6.5%

地方譲与税など
9億8,413万円  8.2%

衛生費
5億9,941万円
5.2%

農林水産業費
15億137万円
12.9%

消防費
4億5,037万円
3.9%

商工費
9億4,747万円
8.1%

議会費
9,288万円
0.8%

諸支出金
435万円
0.0%

労働費
8,084万円 
0.7%

災害復旧費
310万円
0.0%

会　計　名 歳  入 歳  出
 国民健康保険事業
 老人保健
 後期高齢者医療事業
 簡易水道事業
 営農飲雑用水事業

25億1,438万円
5,343万円

4億7,062万円
2,064万円
669万円

24億5,907万円
5,343万円

4億7,023万円
1,009万円
456万円

会　計　名 歳  入 歳  出
 出雲空港周辺整備事業
 公共下水道事業
 農業集落排水事業
 介護保険事業

合       計

801万円
12億   332万円
8億5,466万円
16億2,750万円
67億5,925万円

801万円
11億8,207万円
8億3,489万円
16億   709万円
66億2,944万円

◎地方債・積立金現在高
項目

地方債現在高 
積立金現在高 
 財政調整基金・減債基金
 その他

平成22年度
137億8,988万円
13億5,035万円
9億9,430万円
3億5,605万円

平成21年度
142億9,807万円
12億4,842万円
8億4,699万円
4億　143万円

増減額
△5億　819万円
1億　193万円
1億4,731万円
△4,538万円

地方債現在高の推移
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項　目 平成23年9月まで

手当月額  ・ 児童１人あたり一律　13,000円

対象児童の
住所要件

 ・ なし　（海外に居住する場合は、送金や面会等を
　　　  　している証明書が必要）

同居要件  ・ な　し
　（別居の場合は、申立書が必要）

児童福祉施設等
入所児童

 ・ 面会や生活費の負担をしていれば、
　 別居の父母に支給（別居監護申立書が必要）

平成23年10月から
・ 0～3歳未満　　　15,000円
・ 3歳以上小学校修了前
　（第1子・第2子）　 10,000円
　（第3子以降）　　 15,000円
・ 中学生（一律）　 　10,000円
・ 国内に居住する児童のみ
　留学中の場合等を除く（3年を超えない範囲）
・ 両親が別居している場合は、子どもと同居している方
　を優先（単身赴任の場合等を除く）
・ 入所施設へ支給　
　短期間（2ヶ月以内）の入所を除く

中
学
校
卒
業
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
方
へ

子
ど
も
手
当
制
度
が
変
わ
り
ま
し
た

お
た
ず
ね
／

子
育
て
支
援
課（
子
育
て
支
援
係
）

☎ 

㉑ 

６
９
６
３

★子ども手当支給額等主な変更点

　

平
成
23
年
10
月
１
日
か
ら
の
子
ど
も
手
当

制
度
が
決
定
し
、
手
当
の
額
な
ど
が
下
の
表

の
よ
う
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
平
成
24
年
３
月
ま
で
の
制
度

で
す
。
平
成
24
年
４
月
以
降
の
制
度
に
つ
い

て
は
、
国
に
お
い
て
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た

ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

◇
支
給
対
象
者

　

中
学
校
卒
業
年
度
末
ま
で
の
お
子
さ
ん

（
た
だ
し
16
才
以
上
は
該
当
し
な
い
）
を
養

育
す
る
人
。

　

お
子
さ
ん
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
入
所
し
て
い

る
施
設
の
設
置
者
等
が
対
象
者
に
な
り
ま
す
。

 

◇
支
給
額

　

下
の
表
の
と
お
り
年
齢
等
に
よ
り
手
当
の

支
給
額
が
変
わ
り
ま
す
。

 

◇
支
払
月

★
平
成
24
年
２
月

　

平
成
23
年
10
月
分
か
ら
平
成
24
年
１
月
分

★
平
成
24
年
６
月

　

平
成
24
年
２
月
分
と
３
月
分

 

新
た
に
申
請
が
必
要
で
す

 

◇
申
請
手
続

　

10
月
分
か
ら
の
子
ど
も
手
当
を
受
け
取
る

た
め
に
は
、
支
給
対
象
と
な
る
方
か
ど
う
か

審
査
を
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
受
け
取
っ
て
い

た
方
も
、
申
請
の
手
続
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、公
務
員
（
独
立
行
政
法
人
職
員
、

財
団
等
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
人
を
除
く
）
の

方
は
、
勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
が
お
子
さ
ん
と
別
居
し
て

い
る
場
合
は
、
保
護
者
の
「
住
所
地
の
市
区

町
村
」
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
思
わ
れ
る
方
へ
は
11
月
上
旬
頃
に

個
別
に
通
知
を
し
ま
す
。　

　

９
月
中
に
新
規
申
請
手
続
き
を
さ
れ
た
方

は
、
あ
ら
た
め
て
手
続
き
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

 

◇
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

次
の
方
は
速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

●
10
月
以
降
に
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
方

●
10
月
以
降
に
出
雲
市
へ
転
入
し
た
方

　

出
生
・
転
入
し
た
次
の
日
か
ら
数
え
て
15

日
以
内
に
必
ず
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
期
間
を
過
ぎ
て
申
請
し
て
も
遡
っ
て

手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
10
月
以
降
に
他
の
市
町
村
へ
転
出
し
た
方

　

出
雲
市
と
転
出
先
の
市
区
町
村
両
方
で
の

申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

 

◇
申
請
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

①
申
請
者
の
健
康
保
険
証

　

②
申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
の
口

　
　

座
番
号
が
確
認
で
き
る
も
の

　

③
印
鑑
（
ス
タ
ン
プ
印
は
不
可
）

　

④
そ
の
他
必
要
な
書
類
の
提
出
を

　
　

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

◇
手
続
き
の
場
所

　

子
育
て
支
援
課
及
び
各
支
所
の
市
民
福
祉

課（
平
田
支
所
と
斐
川
支
所
は
健
康
福
祉
課
）




